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月 七 年 四 十 正 大

雑

録

七
二

四

羅

録

ミ

、
、

毫
、
、
も
、’

　
燃

耕
協

龠
齟駲
立
曽剛
迥
年

記
念
奥

會

　

大
正
一
一
年

六

月

二

四

日

を

以

て

呱

々

の

聲
を

上

げ
t
る

燃

料
協
曾
に

於
い

て

は

創
立
以

來

燃
料
動
力

問
題
が

國
防
上

、

　

國
家
經

濟
上

將
叉

國
民

生

活
上

如

何
に

重

大
な

る

意

義
存

有

ぜ

る

か

に

關
し
或
は

講
演

に

或
は

會

誌

に

ニ

リ

て

極
力

之
れ

が

闡
明
に

努
力
す

る

所
あ

り

し

が

恰
も

本

年
六

月

は

創

立

滿
三

邇

年

に

相

當
ぜ

う

な
以

て

之
を

記
念
す

ろ

と

同
時
に

此

際

廣
く

燃

料
動
力
問

題
の

緊
要

な

る

事
准

世
に

訴
へ

ん

が

爲
め

六

月

二

七

日

午

後
一
蒔

牛
よ

り

丸
の

内
帝

國
鐵
迸

協
會
に

於
い

て

記
念
講

演
大
會
並

に

懇
観
會
か

開

催
ぜ

り

　

鴕
念

講
演
大

會

當
日

は

近
來

稀
な
る

快
晴
に

て

定

刻
前

會
揚
三

階
の

大

講
堂
は

既

に

多

數
の

聽

衆
奄

以
て

滿
九

さ

れ
、

協
會
側
よ

り

吉
村
理

事

長
、

箱

石

常
任

理

事、

伊

木
、

H
下
部

、

田

中
、

　

内
藤

、

水
田

、

水

谷
、

米

倉
の

各
理

事
以

下

主

事，

來

賓
側

に

て

は

當
日
の

講
演
者
れ
ろ

秦
商
工

省

政
務
次

官
、

後

藤
子
爵

、

大
河

内
子
欝

、

内

藤
日

右
融
長

か

首
め

大
橋
陸

軍
省

兵

器
局

長
、

小

林

海
軍

省
軍
務

局
長

、

金

原
地

質

調

査
所

長
、

大

島
燃
研

所
長

、

加

茂
朝

鮮

燃
研

所
長

、

藤
野

工

業
化

學
會
長

、

工

學

博
土

高

松

豐
吉
氏

其
他
多
數

官
民

、

各

新
聞

通

信
記
者

諸
君
の

出
席
あ
り

定
刻

吉
村
理

事
長

開
曾

な
出

具

し

左

記
の

順

序
に
て

開

催
せ

ら

れ
れ

り

　
　

開
會
の

辭

　
　

　

　

　

　

　
　

燃

料
協
倉
理

事
工

學

博
士

　
米

倉

　
清

族
君

　
　

内
燃
機

關
に

於
け

ろ

油
の

燃

燒
に

關
す

る

研

究

理

化
學
研

究

所
長

工
學
博
士

子

爵

燃

料
政

策
の

確
立

人

生

と

燃
料
問

題

石
油

坑
道
掘
に

關
す

る

所
感

閉

倉
の

辭

　

　

　
商
工

省
政

務
弐

官

　

　

　

　
　

　

　

子

爵

日

本

石

油

株
式

會
壯
々

長

　

　

　
燃

料
協
曾
理

事
長

大
河

内
正

敏
君

秦

　
　
豐

助
君

後
藤

新
挙

君

内
藤

久

寛
君

吉

村

萬
治
君

　

　

因
に

當
日
は

聽

衆
約
三

百

に

逹
し
五

時
す

ぎ

盛
倉

裡
に

閉

會
し

れ

リ
、

常
日
講
演

要

　

旨
左
の

如
し

　

　

　
▲

内
燃
機

關
に

於
け

る

汕
の

燃
燒
に

關
す
る

研

究

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

理

研

所

旻

工

博
子

爵

　
大

河

内

正

敏

君

…

内

髓
關
の

袋
的
型

體
三

種
即
ガ

。

，
ン

．

う
ヂ

。

、

＊

ッ

ト

バ

ル

ヴ
．
エ

．

ヂ

　

ン

．

及
デ
ィ

ー

セ

ル

・
エ

ン

ヂ

ン

を

墨
げ

各

其
の

特
徴

機
構

な

説
明

す
ろ

處
あ

り

而
し

　

て

之

等
の

諸

機
關
内
に

於
て

燃

料
が

如

何
な
る

有

樣
に

燃

燒
す
る

や

に

就
き
研

究
す
る

　

目

的
を

以

て

種
々

の

液

體
液
料
な

以
て

左
の

如

き

測
定
秘

試
み

其
の

紡
果
な

發
表

ぜ

ら

　

れ
衰
り

即
ち

（

一
）

常

壓
及
高

壓
に

於
け
る

液

髀
燃

料
の

發
火

黙
並

發
火

に

至

る

時
問

　
〔

ワ

ル

テ

ン
・
ツ

ァ

イ

ト
）

の

測
定
、

二
）

各

種
温
度
及

燃
力
に

於
σ

る

干

面

板
上
の

液
體

犠
　

燃

料
蒸
發
時
間

の

測

定
（

三

恒
容

燃
燒

試
驗
（

四
）

燃

燼
速
度
の

測

定
（

五
）

燃
料
油
が

氣

い〜
　

笛
に

噴

霧
ぜ

ら

る

 

揚
合
の

胱
況

の

測
定

等
に

就

き

述

ら
れ

れ

り

晒
　

　

　

▲

燃

料
政

策
の

確
立

　

　

　

　

　

　
　

商
工

省
政
務

次
官
　

秦
　

　
　

豊
　
　

萌

君

　

　

國
力

の

充

實
と

國
民
生
活

の

安
定
と

は

政

治
の

目

的
に

し

て

其
の

中

磯

力
の

方
面

に

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
ド

　

於
て

は

既
に

略
完
成
ぜ

ら

ろ

 

も

産

業
の

振
興

に

就
て

は

今
後

大

な
る

努
力
か

要
す
ろ

　

處
あ

る

は

明
な

り

其
の
一

遘

具
と

し
て

燃

料
問

題
は

甚
だ
重

要

に

し

て

所
か

も

伺

其
の

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

ロ

　

政

策
の

碗
立
秘

見
ず

吾
人

は

本
問

題
解
決
の

爲
に

は

水
力

電

氣
事

業
准

起
し，

山

林
の

　

亂

伐
な
防
止

し、

瓦

斯
事

業
な

擴
大
し
、

石

炭
操
取

法
の

改

善
竝
び

に

鑛

區
整
理

を

行

　

ひ

夏
に

泥

炭
、

禍
炭
の

利

用

法
な
考
究

し

併
ぜ

て

燃

料
運
輸

方
法
の

改
良

或
は

石
汕

坑

　

逍

掘
の

探
用

其
他

低
澀

乾
餾

、

　
油
頁

岩
工

業

等
よ

り

の

新

燃
料

或・
は

代

用

燃

料
の

研

W

　

究
，

石

炭

業
者
の

聯
絡
今

同
及

燃
料
賓

源
調

査
等
に

努
力
す
る

を
要
す

　
　

　

要
之
に

我
邦
の

現
状
に

鑑
み

燃
料
政

策
な

確
立
ぜ

し
む
る

事
は

頗
る

重

大
に

し

て
一

　

日

も

早

く
其
目

的
准

達
す
可
く

各
人
の

努
力

を
要

す

と

説
け

り

　

　

　

▲

人
生
と

燃
料
問

題

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
子

欝

　
後

　
藤

　
新

　
卆

君

　

　

燃
料
問

題
は

獨
り

專
門
家
の

み

に

委

す
べ

き

に

非
ず
人

類
一

般
の

大

に

考

慮
す
べ

き

　

問

題
取

り

燃
料
は

單
に

石
油
の

類・
ト

限

ら

れ

ず

之

等
は

體
外

燃

料
に

し

て

術

他
に

鶻
内

　

燃

料
あ
り

人

類

は

髄
内

燃
料
に

依

り

生
活

す
べ

き
も

の

に

し

て

之

何

れ

も

サ

イ

ァ

ン

ス
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